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問題番号 

技術部門 

枚 数   枚中   枚 

１ － ２ － １  里 山 を は じ め 森 林 地 域 へ の 人 々 の 入 林 機

会 の 増 大 と と も に 森 林 火 災 の 発 生 件 数 も 増 加 傾 向 を 示

し て い る 。 森 林 火 災 発 生 に 至 る 誘 発 条 件 及 び 防 止 ・ 対

策 技 術 等 に つ い て 、 具 体 例 を あ げ つ つ 述 べ よ  

１ ． は じ め に  

 最 近 、 里 山 を は じ め 人 々 の 入 林 機 会 の 増 加 と と も に

森 林 火 災 の 発 生 件 数 も 増 加 傾 向 に あ る 。 森 林 火 災 は 、

森 林 の 公 益 的 機 能 に 重 大 な 影 響 を 与 え る だ け で な く 、

木 材 資 源 の 損 失 や 、 消 火 ・ 復 旧 に 要 す る 人 的 ・ 経 済 的

損 失 も 大 き く 、 そ の 発 生 防 止 対 策 に 万 全 を 期 し て い く

必 要 が あ る 。  

２ ． 日 本 の 森 林 火 災 の 現 状  

 平 成 １ ４ 年 度 の 森 林 火 災 の 発 生 件 数 は 、 ３ ３ ４ ３ 件

で 、焼 失 面 積 ２ ６ ３ ４ ｈ ａ 、損 害 額 は １ ４ 億 円 に 達 し 、

過 去 ５ 年 間 で 最 悪 の 状 況 と な っ た 。  

 ま た 、 本 年 １ 月 に は 、 香 川 県 直 島 で 、 焼 失 面 積 １ ２

２ ｈ ａ に お よ ぶ 森 林 火 災 が 発 生 し 、 せ き 悪 な 現 地 の 条

件 か ら す る と 、 復 旧 に は 、 多 大 の 時 間 と 労 力 が か か る

と 予 想 さ れ る 。  

３ ． 森 林 火 災 の 原 因  

ア 気 象 条 件  

 空 気 が 乾 燥 す る 冬 か ら 春 に か け て が 、 も っ と も 危 険

度 が 高 く 、 火 災 件 数 も 多 い 。 た だ し 、 雨 が 少 な く 、 気

温 が 高 い 場 合 は 、 森 林 内 の 乾 燥 状 態 が 強 ま り 、 夏 、 秋

で も 危 険 度 は 高 く な る 。  
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平 成 １ ４ 年 度 の 統 計 を 見 る と 、 梅 雨 時 期 の ７ 月 を 除

き 、 ほ ぼ コ ン ス タ ン ト に ２ ０ ０ 件 ／ 月 程 度 の 発 生 が あ

り 、 ２ ～ ３ 月 に は 、 発 生 件 数 が 、 ５ ０ ０ 件 ／ 月 程 度 に

増 加 す る 。  

イ 発 生 原 因  

 平 成 １ ４ 年 度 の 森 林 火 災 の 発 生 原 因 の 第 １ 位 は 、「た

き 火 」 に よ る も の で 、 全 体 の ３ 割 を 占 め 、 以 下 「 た ば

こ 」、「 放 火 」、「 火 入 れ 」 の 順 と な り 、 こ の ４ つ で 発 生

原 因 の ６ 割 を 占 め て い る 。  

「 た き 火 」 に よ る 出 火 で は 、 火 が 周 囲 の 枯 れ 草 等 に

燃 え 移 り 延 焼 し た も の 、 火 の 粉 が 飛 び 火 し た も の が 、

全 体 の ９ 割 を 占 め 、 一 旦 燃 え 出 す と 手 が つ け ら れ な い

森 林 火 災 の 恐 ろ し さ が よ く 分 か る 。「 火 入 れ 」 に つ い て

も た き 火 と 同 様 の 形 態 と 乗 っ て い る 。  

「 た ば こ 」 に つ い て は 、 投 げ 捨 て を 原 因 と す る も の

が ほ と ん ど で 、 喫 煙 者 の モ ラ ル が 、 厳 し く 問 わ れ て い

る 。  

４ ． 森 林 火 災 防 止 対 策  

ア 人 的 対 策  

 出 火 原 因 の 大 半 が 、 人 的 な も の で あ り 、 普 及 啓 発 が

最 も 効 果 的 で あ る 。  

 特 に 、 最 近 増 加 し て い る 森 林 レ ク リ エ ー シ ョ ン 、 登

山 者 等 を 対 象 と し た 指 導 が 重 要 で 、 季 節 や 場 所 を 限 定

し て 、 パ ト ロ ー ル 員 等 を 配 置 し て 指 導 に 当 た る の が 効

果 的 で あ る 。  
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イ 物 的 対 策  

 森 林 火 災 は 、 延 焼 が 防 げ れ ば 、 そ の 被 害 は 、 比 較 的

軽 微 な も の に と ど ま る 。 防 火 線 の 設 置 は 、 消 火 活 動 の

機 動 性 を 確 保 す る 上 か ら も 効 果 的 で あ る 。  

 し か し 、 従 来 か ら 、 森 林 所 有 者 の 自 助 努 力 で 設 置 管

理 さ れ て き た 防 火 線 は 、 近 年 、 林 業 不 況 の あ お り で 、

放 置 さ れ る 例 も 多 い 。  

 防 火 線 の 森 林 管 理 上 の 重 要 性 を 認 識 し 、 基 盤 施 設 と

し て 、 公 共 事 業 等 に よ り 整 備 管 理 し て い く 方 策 も 検 討

す る 必 要 が あ る 。  

 ま た 、 稜 線 林 道 を 防 火 道 と し て 位 置 づ け 、 防 火 水 槽

の 設 置 等 を 公 共 事 業 で 行 い 、 整 備 管 理 し て い く こ と も

効 果 的 で あ る と 思 わ れ る 。  

５ ． お わ り に  

 森 林 火 災 は 、 森 林 内 の 有 機 物 を 一 気 に 焼 き 払 い 、 野

生 生 物 の 生 息 環 境 と 生 命 を 一 気 に 奪 い さ る 。  

 森 林 生 態 系 及 び 森 林 の 公 益 的 機 能 に 及 ぼ す 影 響 は 甚

大 で あ る 。 規 模 が 拡 大 す れ ば 、 地 球 温 暖 化 の 要 因 と な

る 地 球 規 模 で の 二 酸 化 炭 素 の 増 加 に も 影 響 を 与 え る 。  

 森 林 火 災 は 、 ほ と ん ど が 人 的 原 因 で 発 生 し て お り 、

啓 発 の 強 化 と 少 し の 基 盤 整 備 で 大 幅 な 被 害 の 減 少 が 可

能 で あ る 。  

 国 民 の 理 解 と 協 力 を 得 て 、 協 力 に 施 策 を 推 進 す る 必

要 が あ る 。    以 上  
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１ － ２ － ２  森 林 の 公 共 財 的 な 価 値 が 高 ま る 一 方 で 、

そ の 管 理 の あ り 方 を 巡 っ て 多 く の 考 え 方 が 交 錯 し て い

る 今 日 、 様 々 な 人 々 の 参 加 に よ る 合 意 形 成 の 必 要 性 が

求 め ら れ て い る 。 森 林 管 理 上 の 合 意 形 成 の 意 義 及 び そ

の 望 ま し い 姿 に つ い て 、 具 体 例 を 挙 げ つ つ 述 べ よ  

１ ． は じ め に  

 都 市 の 自 然 環 境 の 変 化 や 、 地 球 温 暖 化 等 世 界 レ ベ ル

で の 環 境 問 題 が 話 題 に な る 中 で 、 森 林 の 公 共 財 と し て

の 価 値 に つ い て も 認 識 が 高 ま っ て き た 。  

 こ の 中 で 、 森 林 の 管 理 や 取 り 扱 い の あ り 方 に つ い て

も 、 従 来 の 林 業 関 係 者 以 外 の 様 々 な セ ク タ ー か ら 意 見

や 要 望 が 寄 せ ら れ る よ う に な っ て き た 。  

２ ． 合 意 形 成 の 必 要 性  

ア 森 林 に 対 す る ニ ー ズ の 多 様 化  

 水 源 の 涵 養 や 、 木 材 の 保 続 的 な 生 産 に つ い て の ニ ー

ズ は 、 古 く か ら 存 在 し 、 近 代 に 入 っ て か ら は 保 安 林 制

度 に よ り 、 ニ ー ズ が 守 ら れ て き た 。  

 し か し 、 近 年 は 、 里 山 の レ ク リ ー シ ョ ン 的 利 用 、 森

林 療 法 、 生 物 多 様 性 の 保 全 等 従 来 あ ま り 認 識 さ れ て こ

な か っ た ニ ー ズ も 顕 在 化 し 、 多 様 化 す る ニ ー ズ の 中 で

従 来 の 森 林 ・ 林 業 関 係 者 だ け で の 判 断 や 施 策 で は 、 十

分 な 調 整 が で き な い 状 況 が 生 ま れ つ つ あ る 。  

イ 予 定 調 和 的 林 業 経 営 の 破 綻  

 日 本 の 森 林 の ５ ０ ％ は 私 有 林 で あ り 、 所 有 権 に 基 づ

き 、 森 林 所 有 者 の 意 志 に よ り 、 主 と し て 経 済 的 動 機 で
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林 業 経 営 が 行 わ れ て き た 。 し か し 、 地 域 に は 、 古 く か

ら の 社 会 的 つ な が り が あ り 、 森 林 所 有 者 自 身 も 森 林 の

恩 恵 を 身 近 に 感 じ る 存 在 で あ っ た た め 、 そ の 経 営 に は

一 定 の 制 約 が あ り 、 森 林 の 公 益 的 機 能 が 維 持 さ れ る 範

囲 で 経 営 が な さ れ て き た 。  

 し か し 、 近 年 の 日 本 林 業 の 低 迷 は 、 目 を 覆 う ば か り

で あ り 、 外 材 等 製 品 輸 入 の 増 大 に よ り 、 国 産 材 自 給 率

は 、 ２ 割 を 割 り 込 む 状 況 が 続 い て い る 。  

 ま た 、 木 材 価 格 も 低 迷 し 、 素 材 生 産 費 を 下 回 る 事 態

も あ り 、 経 費 不 足 や 経 営 放 棄 に よ る 間 伐 手 遅 れ 林 分 や

皆 伐 後 の 再 造 林 放 棄 地 な ど も 発 生 し 、 森 林 の 公 益 的 機

能 に 影 響 を 与 え る 恐 れ の あ る 地 域 も 出 は じ め て い る 。  

 こ の 対 策 と し て 、 政 府 は 、 間 伐 補 助 制 度 の 拡 充 等 で

対 応 し て い る が 、 厳 し い 財 政 状 況 の 中 で 、 こ の よ う な

補 助 予 算 を 確 保 し て い く た め に は 、 都 市 住 民 の 理 解 と

協 力 が 不 可 欠 と な っ て い る 。  

ウ 森 林 保 全 へ の 国 際 的 要 請  

１ ９ ９ ２ 年 の 「 国 連 環 境 開 発 会 議 」（ 地 球 サ ミ ッ ト ）

で 採 択 さ れ た 「 森 林 原 則 声 明 」 を 踏 ま え 、 森 林 生 態 系

の 健 全 性 を 維 持 し 、 そ の 活 力 を 利 用 し て 、 人 類 の 多 様

な ニ ー ズ に 永 続 的 に 対 応 で き る よ う な 森 林 の 取 扱 い を

行 お う と す る 、 持 続 可 能 な 森 林 経 営 の 実 現 が 、 国 際 的

に 期 待 さ れ て い る 。 我 が 国 も モ ン ト リ オ ー ル プ ロ セ ス

に 参 加 し 、 こ の 実 現 に 努 め て い る が 、 林 業 関 係 者 だ け

で な く 、 国 民 的 合 意 形 成 が 不 可 欠 で あ る 。  
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３ ． 流 域 林 業 活 性 化 セ ン タ ー の 取 り 組 み  

 流 域 林 業 活 性 化 セ ン タ ー は 、 平 成 ３ 年 度 （ １ ９ ９ １ ） 

か ら 、 全 国 １ ５ ８ の 流 域 ご と に 順 次 設 置 さ れ 、 川 上 か

ら 川 下 ま で の 、 森 林 ・ 林 業 に 関 す る 関 係 者 が 一 堂 に 会

し て 流 域 の 森 林 ・ 林 業 問 題 に つ い て 協 議 す る 場 と な っ

て い る 。  

 設 置 後 、 ほ ぼ １ ０ 年 を 経 過 し 、 運 営 資 金 の 主 体 で あ

っ た 林 野 庁 補 助 金 が 減 少 す る 中 で 、 休 眠 状 態 と な り つ

つ あ る セ ン タ ー が 多 い 中 で 、 一 部 の セ ン タ ー で は 、 広

域 的 な 合 意 形 成 の 場 で あ る セ ン タ ー の 特 質 を 生 か し て

活 発 な 論 議 が 展 開 さ れ は じ め て い る 。  

４ ． 合 意 形 成 と は ？  

 合 意 形 成 と は 、 単 な る 利 害 調 整 や 駆 け 引 き の 場 で は

な く 、 よ り よ い 環 境 と 生 活 を 生 み 出 す た め に 、 相 互 理

解 を 図 り 、 創 造 的 意 見 を 出 し 合 い 、 理 想 を 具 体 化 し て

い く 場 で あ る 。  

 地 域 と い う 運 命 共 同 体 の 中 で の 合 意 形 成 は 、 参 加 者

の 信 頼 関 係 に 根 ざ し 、 実 効 性 を あ げ る こ と が 可 能 で あ

る 。  

「 宇 宙 船 地 球 号 」 の 乗 組 員 で あ る こ と を 、 世 界 が 共

有 す る た め に は 、 地 域 ご と の 合 意 形 成 の 積 み 重 ね が 何

よ り も 必 要 と 思 う 。 地 域 の さ さ や か だ が 責 任 あ る 協 議

が 、 世 界 を 変 え て い く 。   以 上  
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１ － ２ － ３  森 林 が 火 災 。 台 風 、 皆 伐 な ど の 大 き な 攪

乱 を 受 け た 後 、遷 移 段 階 ま た は 林 分 の 発 達 段 階 に 伴 い 、

林 分 の 構 造 と 機 能 は 、 一 般 的 に ど の よ う に 変 化 す る か

を 記 し 、 そ れ に 基 づ き 主 な 機 能 を 発 揮 さ せ る た め に ど

の よ う な 森 林 管 理 が 望 ま し い と 考 え ら れ る か を 述 べ よ  

１ ． 生 育 ス テ ー ジ ご と の 攪 乱 に よ る 変 化  

 植 生 は 、 気 候 や 環 境 条 件 に よ っ て 規 定 さ れ る 極 相 に

向 か っ て 遷 移 し て い く 。  

ま た 、 遷 移 の 途 上 に あ る 森 林 が 、 何 ら か の 攪 乱 を 受

け た 場 合 に は 、 遷 移 は 、 そ こ で 一 旦 停 止 し 、 そ の 環 境

か ら ま た 、 新 し い 遷 移 を ス タ ー ト す る 。 こ れ を 二 次 遷

移 と い う 。  

２ 次 遷 移 の 進 行 は 、 そ の 森 林 の 生 育 段 階 や 、 過 去 の

状 況 に よ り 大 き く 変 化 す る 。  

生 育 の 初 期 段 階 で の 攪 乱 は 、 陽 性 樹 種 で 、 周 囲 に 母

樹 等 が 存 在 す る 場 合 は 、 攪 乱 前 の 状 態 に 回 復 す る 期 間

も 少 な く て す む が 、 攪 乱 の 程 度 が 大 き い 場 合 や 、 せ き

悪 地 、 乾 燥 地 等 環 境 条 件 の 悪 い 林 地 で は 、 回 復 が き わ

め て 困 難 に な る 場 合 が あ る 。  

生 育 初 期 で の 攪 乱 は 、 成 長 の 源 で あ る 貴 重 な 森 林 土

壌 を 流 亡 さ せ た り 、 環 境 条 件 の 変 化 に よ り 、 乾 燥 化 が

進 ん だ り し て 、 森 林 の 公 益 的 機 能 を 著 し く 減 退 さ せ る

恐 れ が 高 い 。  

で き る だ け 早 く 、 人 工 植 栽 等 の 手 段 に よ り 、 植 被 を

回 復 さ せ る 必 要 が あ る 。  
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森 林 が 閉 鎖 し 、 樹 木 同 士 の 競 争 が 始 ま っ て い る 段 階

の 森 林 で は 、 攪 乱 が 発 生 し て も 、 埋 土 種 子 や 、 萌 芽 更

新 等 に よ る 、 更 新 が 比 較 的 容 易 に 行 わ れ る 例 が 多 い 。  

森 林 が 、 少 な く と も 数 十 年 の レ ベ ル で 成 立 し て い た こ

と に よ る 、 養 分 の 蓄 積 と 、 環 境 条 件 の 変 化 が 要 因 と 思

わ れ る 。  

 こ の 段 階 で の 攪 乱 は 、 規 模 に も よ る が 、 森 林 の 多 様

性 を 増 大 さ せ る 結 果 と な る こ と も あ り 、 土 壌 の 流 亡 防

止 に 十 分 配 慮 し な が ら 、 あ る 程 度 自 由 に グ ラ ン ド デ ザ

イ ン を 検 討 し て も 良 い の で は な い か と 思 わ れ る 。  

 森 林 が 成 熟 期 に 達 す る と 、 攪 乱 は む し ろ 重 要 な 更 新

の 手 段 と な る こ と が あ る 。 エ ゾ マ ツ 林 で は 、 台 風 等 に

よ る 倒 木 が 、 光 環 境 と 水 分 条 件 、 腐 朽 菌 等 か ら の 保 護

の 上 で 、 絶 好 の 苗 床 と な り 、 種 子 が 発 芽 し 成 長 す る 、

倒 木 更 新 が よ く 知 ら れ て い る 。 ま た 、 北 米 の ポ ン デ ロ

ー サ マ ツ は 、 山 火 事 に よ る 加 熱 が な い と 球 果 か ら 、 種

子 が 飛 散 し な い 特 性 が あ り 、 山 火 事 に よ る 攪 乱 が 、 更

新 の 条 件 と な っ て い る 。 ま た 、 シ ラ カ バ も 山 火 事 跡 に

一 斉 更 新 す る こ と が 知 ら れ て い る 。  

 更 新 は 、 森 林 の 維 持 に と っ て 重 要 な 作 業 で あ り 、 周

辺 の 環 境 や 性 体 験 に 配 慮 し な が ら 、 積 極 的 に 人 工 補 正

を 併 用 し て 更 新 を 円 滑 化 す る こ と も 考 え ら れ る 。  

３ ． 皆 伐 に よ る 攪 乱 に つ い て  

 人 工 的 な 攪 乱 で あ る 皆 伐 は 、 素 材 生 産 作 業 に よ る 地

表 面 の 損 傷 を 含 め る と き わ め て 重 大 な ダ メ ー ジ を 森 林
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に 与 え る 恐 れ が あ る 。  

 四 国 等 の 多 雨 地 域 で は 、 １ ｈ ａ 程 度 の 小 面 積 で も 、

土 壌 の 流 亡 は 随 所 で み ら れ 、 今 後 の 地 力 の 減 退 が 危 惧

さ れ る 。 ま た 、 皆 伐 に よ る 微 気 象 の 変 化 も 大 き く 、 特

に 冬 季 の 凍 上 は 、 有 林 地 と 無 林 地 の 差 が 、 か な り 大 き

い 。  

 林 種 転 換 等 で や む を 得 な い 場 合 も あ る が 、 ネ ッ ク で

あ る 素 材 生 産 コ ス ト を 、 路 網 整 備 等 で 克 服 し 、 極 力 非

皆 伐 施 業 に 移 行 し て い く の が 総 益 的 機 能 の 維 持 の 上 か

ら は 望 ま し い 。  

４ ． お わ り に  

 日 本 の 森 林 は 、 皆 伐 を 行 っ た 場 合 、 常 に 、 閉 鎖 ま で

の 期 間 雑 草 木 と の 競 争 を 強 い ら れ る 。 そ の コ ス ト は 大

変 大 き く 、 し か も そ の 間 貴 重 な 森 林 土 壌 は 流 亡 を 続 け

る こ と に な る 。  

 ま す ま す 重 要 に な っ て く る 森 林 の 公 益 的 機 能 を 維 持

し 、 効 率 的 な 林 業 生 産 を 合 わ せ て 行 っ て い く た め に は

太 陽 光 線 を 最 も 有 効 に 使 う 、 閉 鎖 し た 森 林 の シ ス テ ム

と 、 も っ と も マ イ ル ド な 森 林 の 微 気 象 を 有 効 に 使 う 新

た な 施 業 シ ス テ ム の 導 入 が 待 た れ る 。  

 作 業 路 網 の 充 実 に よ り 、 き め 細 や か な 森 林 観 察 と 施

業 が 行 え る 林 分 も 増 え て き た 。 裸 地 か ら 始 ま る １ 次 遷

移 で な く 、 森 林 か ら 始 ま る ２ 次 遷 移 を ベ ー ス に 新 た な

森 林 施 業 を 提 案 し て い く 必 要 が あ る 。  

 


